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藤一高車・抱え斤r‾。

この‾・壌卿信7人＿の＃申勢験吏千首が、榔う葡細面画

亘の豆準魂の風了2■人だ‾再で」ぞ彿、人・朋カか豆ので十度率
で免ヽ竜らいたかフ斉．．

・、‾・：．一二≒∴．：－
＼、＼＼

＼　－　．

の‾朝脅
泉．車で畔

ノ　ま＼鼻誘．描頓に‖欄丸大免ノ隼ノ噂革にグッピー才璃って革て下々‾巧

たので、・曳彿塵仁，あいて虜慮両朝食虜の才で働育しせい肴＿・イで働ヾ－く

・？頃f′井草桝働奪掘るfう、ド花・リ才し乱文丸射ソ・前リ礫汀や

竿′逐摘象′こ輿那示、吾水頭乞示．空蝉い膿魯臣㌣？辛
輿肴、クしかし、車峰木経、つてから来賓せ亀乙榊・、ノ頼む宮路

／上姉御をぺ－0、．若机て言ううちに、とてg膠魂勅，し、？軒年亘㍉牛

虎彰や射摘（、不ですが、射て番うと乃彿符か革乙というで都い－、∴恒

一男受入れて二号J－Cく〃．ら1‘）下し千やら拙．一才か月守宣言メ廟周∴グ∴ビ

1一針了碑懲して再‘し肴が．二々叫鵬抽て立＿頼れ・臣ノてい

た・乙、親釦．こ食べ局Lrリ。禍増せ心て：・した山々で（十、乾二言摘
凱・、人身‘〔て生首ゼ守瑠．と、こうが食すれ肴うま・花心7いL等年上全璽い

て：・晋だ城東・し朋の（招ん射言一号華を0番落飾匂レてし、う・もので
ぐ甘、グッ午、レッド、ノード∴彿ヒレ（かフ4ト・ワノラ缶ド∴ノマン寺

4－ン・つイッ・ふ・・ユリ、か璃ザ幼（テ十チビ寺）乃′レ帆、亨事オ

れチ門．七個脅して‾l）声高で弓が、日曜酎こ節々々招かて戸やレン
牟仝砂塵の号、ダリこ食べ射tて．し青い耳．しだ。川崎乳隻の解して凋、

声と声簡・拍ら和一て：、いると、だん畔上碓碩痛っ－てく一拍
うですぁ＿）ノK裾の年鑑将噺桝の膚の軒昂のて、’大喝軋埠ケサ年後く∴晋

若齢醇風か教拙作小一か・＼頂く′′煩悩辛は骨「嶽酎∴〆裡
∵⊥÷2月「∵一二



ます0－r＝棋r二rヾ美作＿代えろ町持く畑ので事が言壕‾ってぐ鎮・、‾渦

仁狛ニバえき才夕

細魚車齢するのは密航．がが、う、粧抽わ＼、年頼変です中
とて溌郵相中旬郎細打孔坤部宜軽率「両年叫
恥でみrこらどうてつよjo

終備考の飼育題、一滴準、中細ブ、ソ守、－しこ叫てば、鐙‾fO・⊥瞞
トロ力丁璃二孝（こく机く．音感　であ瑠・すので、く拙く甘碗

二考の‘オ七、・。

、わ（ティラビセ）凍－．毎坤・・i　、；

T日中久一、鋸S料轟け当軒昭
子中級鵬は二纏鏑土人が雅膚の埠で醇射巧に縮々来た．を

の千甘言、用水酢脅く舟行隼今言柾凍射撃草月リ「て．
教練一綜‘く射つ卵確拍車＼、再せん0′

こ‾の＿蕗の溜性自・てこ地の密、とちがうのは一朗を申蝉で育て、＿紬は

「欄間机礪比けす。）さら湖州号射せ摘み教由酎繹争覇．千
一を．二千午　の即金鋒＿卸超べ軽んp
・雌の腺が大きく年率こ魂一「触ま藤色が組凄く催っr（まっ・く午豆

一鱒す・〃打て‾徽J芋かた（こ紛綿．ちこ須こ・牢を薇はす0こ彿膿う
れこ立ても豹綾戚再す－0信与のは∴1月こ后妬＿・梱、胸腺軌て
一新釦拍千畑．∴頼呵往射、堰碑し、尾て畑を絶ち受放る乃＼軽蔑

∴施草地はイ叫力凍取締よう十．ダニ・．′し身て0
－∵郎雛で．・・・・鴫のサの太れ倫べ　はP甘。
みる射；・′∫る上　r二‾の乳は南濃章甘嫁げ（魂溜千一かJ串β軽

め乳こ（撒くノダ℃㍗衆密主ノ¢クr骨死ぬ4一腹埠に対す、風耗‾も痺

＿隼J‘接でも舶∴懸餌る．。雛融画欄伊象孝風の′軌‾北嶺薮

や．＿黄末嫁温泉、・南約線の融一二、（墜如信、蜜嫁「白リe一朗0

．ァ「．牛カ、凍姉ブ仰顔嘩吋疎L（こ掛．・行脚象原町．専
一つて両‾q⊥拍柑れ　　紳産む舞軋簸新暦魔

廊革熱感患頭像
・一・・・一・・：∴6－・一一一一日



牲舶絡会いし飢て細由一
私が生舶卑釦入射仁　は、象妹か受迫ぐなり十七　で千

人針rこ超席のきっ畑帰十拗頼独鈷木釦て、ゝ　即影響杜
だカ＼招了ので／が、接客から適物塚象机、－が播きγごっ王1㍉う車

軸′ヾオ冊￥れいての卵鞄二線すられるがいれませLの、ヤ宮刺｛
（叫縁者副俵のクうハこ縮‘々p手こため、娃物珂毎食（こ入針仁当時

持盆の諸・財内藤がJくれがうませLで「rこ。でも飢‡上級生の射て絡

射てもらって、P　いろ肯綬喝が解離ていくわをあうが羊く熱い

事　由こ、入日だころの倉の裔囲乾は、入金する以前（こ・載ってP

頼経抹粧酌しげケで、招く雛が凄離れr三相？摘っ下
るので仕が、粛壊金（絃鰊二柳両J乙酌と－、ききざ興行率があ・つ

た／）してヵ＼－ふ甘　粕亀＼ゝ信肱、入鹿する前頭エ（こ源泉の瑚獅べこ・

軒醸机つ漕味繍たせてく机はつに軋吉仁「醜㌢再行、隼こ
目して－甘　グ！巨フ〃研乾での壌癖の埠凍（α〝教練）が成立っ「こことゎ

′（袈如‡頻用のも路う上狛こ、幻惑への線時頼濾く㌔｝っ「ここ巨

細しこ欄机（叩鋤＼岸7）「紙／」打つ二乞・がけ（こ再ぐ射ブ
カ目白わいわーが信一うこと綜虻で・了．また盆．の諸ず射J、．孝ガは勉強、

孝勘音盤融こ通じてし、．るので彩、の蜘鰍こ尊んだ↓牟（鋤戸凱て脅＼ゝの

で甘。れがふももっ　痺巌的ド明る・く行動し、生物両線釣針針目

lゝ鰭夜を＿と付こ＼ゝヒ風上おお　三圧弓に㍉々うたいこ自信一定ばいぞ

って、自乙適足で、至るG目白こ嫡纏うたい七乳°ます

一　連哀’儲予・郎

二昇もこ単軸に入るまで、∴腺まどのク′ラブ（こも所鋸‾てし、榊＼っrこ．

い4　つ　入ろう　と経って＼章とこ．ろ＿、膿♂1商に生物珂藤倉がか∴rこの・

r当主′

紅顔‾や軒、勧物ち守の椒ぞぢイ数千とって（L、3、もっ待避irこク再で、

受用上目た∴射てこ鼻の十頼っ1年河㊨金屋捕ったので・オ0
・・…　2．・・・…－



布わけと？賂1′マレ）だ［針上　人＿金輔．る′潔しゝ‾禿凍、すぐ1車線乃んか頂した

木枕魚腹に解った月して打力＼餉、．＿馨しい机上ぺ周り入＿つ，て息かつ

喪ヒ紀、いチし苫・で律の弓は酔、牽軽率す狛こして＿上聯東金へ解く一

にし‘て引　んが廟の人しか射PLて°符尋∴リ佃口頭盛、臣軋い子レ

ノた。子た壊子ら乃且孔ばねらわ射て康晋‾ゎ上行っ十要子つ．机、料の

人しか凍重い汀うでし下。一

入壊輔．うら　は苦いていの大本像錘圧、f引　あう　鋤　軌　いだ

し♪て入って暴∴た拍車才事瀦う埠鐙の畢ヰ刺し潤生魚再、射て

－‾孔げ竹ら拇酎こ厚東誓って短しい　酎）一号恥即金声∵ノ＼－」＼が自

亀し、我々叫錮接が巨しい「御上レて好くこと‾音響社寺鶴

夜長の座才1埠鳩に才沃．って
一〇　食長主打ってから　ゥ

森　永一′和

戦金長甲蹄代、この野津訂打線にL・つて、人生の一つのム場でした0

こ示体験は、・－塩竃丸得射＞、一つ．の道教升粗い玖ヒ帯うで、いうか

働ヾ会最に任やテ」接のl・コ、畔耳且目でした∂∴佃時臣．「礁ノ、に

で予て、亨叫にでれ差自＞ご白描＝＞D」白1う負萄ち、「第才＝二公長が

動学うで、壇かJ」をいう曲じ、司、一　得教務ちのニ1の感情　項「てい子

Lt。ガがこ磯煮の感情老輩つてし＞て寺、自粛のてイナスド有ると思、

し、・、rてれかい、J　〆風も興し羊師恥餌丁目？ト　fL、考、うで

上脚紅蛾や・してLi雷L．臣胤こしって最初の刺息があ1羊蹄、

億は魂息乃乙て佳子鵡て初潮て汽周て、、何は亘半ら　いか、皆8わ

からず、減軽の、醇脚本動）でし7㌦こ♂「日、懐け瑞っか白白布竃肯く

と＿音L千こ〇・しかし、そう㍉吊再用凍骨升中上「千二沃一向のこと
でく仕は打の7卜八、4．スL‾てくれ普し臣だが．、示寝心拍崎

勲鯛安が重乃って解くつられて、斬濾腐智に昭、えました。こ・．の碑は、一

度頂薇つ千と如射れ苫？、これ脾分甘、免金に包甘ぜ、門執潰してし

子撃接言の曙腑軸升剛で凰融を乳、凍らせ航、こと
．、、．一　一



け密川音せん口碑の虐再々＼ら月、一つうノ！ノ「L、垣新座′行事速くしう⊥

．拍＼「．しっか年L吾でし、」ト音われ、とて子息付かす宥めに溜え亨し

苫こ脅つノて、勒与会亨過食し七うと．考え才L一汗。し少＼上片」昆金L百

弓、撞摘弓旬から逃癖‾拍土日こ7出と乳し＞、二月毎号－、鉄泉孝珊L凪

頂ことにし昔日さ。吾、が、．観相二号5日上相川ヨせんで、し、た。拗息ゾl

蹄酎下刻‾々摘「マくちと、いて立た→てい亘出抽、、凶で弘Lr苦

いfう乃免甥でい「ばし）でした。もうこれ子′芋川他経つと丸盆に頚

せ、即斥食に没頭L、瑠璃薫追来しfうと思し、晋‾日㌔

像が如酬紳拍豆ト壊し吾婆矧コ、いうん乃こと老廃咳し誹蟻極

承れ考の廃線倒、nt、もノ、生に徽立て∫う、用いま「吾㍉玖々甘年

功取組だ磯城舶うに′ぐうバ’ラに乃1てい子事‾刹計だ骨では甘受
符0号でもD　こ′Jtらが組み点れざつてー一つの磯巌「吾ら川で、極値か

才一噌－せ乙ウ　ニ研打ド載々毛、「の磯癖と射！、酢線上昂蜘し指

廿れ甘、持年号で乙。4うづ信　にfって、端々グ雄略′釦ま、いくrl

かの車線を象り惑え、ザ甘っ前庭耳うことでしよう・。

もう埼ぐ、債濱．乙を代て璃∂催ク瀾和音、桝ノ接にラ牛て／両界く

珠こ　がで孝で　首幸一井口亨∠J湖融解に誓え月が′1「こ　せ翠メ瀦

如し用事こも抄ら将、癖輿の崎総て、豆J腹ら岬恒年・∫
／巨億礼賛し、ノ鶴亀廿うこと茎義理しき弓。

射紅み∠若‖こ一名．、「‘トム狛こ些細巾こLで上萄免半時ノ〕て、

いい付目こ首尾ご葵、泉命日こ敢吊且叶、絶和こ嘘中で淑女LT抽こ
一・・日

劇令息の佳禰才終え休講たr一一つて
ニニ＿

佐牢　を・・一

軒枚入各以朱、一析－「費碑「て・、ノ）吾勇、、′‘1主催が巧か・ハつラ∵パこすい

争うY新年＿′廟欄幸司甘言軒「一朝抽紗1年サ7し、したJ乳併功朝、

鼠君が初廟てB上〕L一〇百守一「耕丁ハ亨見せてくJLだ　孝、胤詔史
料頑餌食主人、公し守う上狛L書′した。乃う「十に日十とうとう教義∴、

一一一29∴－



k入壌巷巣だし一°J‾‘‘∴　1、レ‘・し　三ヰ茸か晋替地教でこ卑生を車心ヒ

「和司鵬壌に摘成されてい子′し苫㍉傑仰ぎニ亙射て亘ザ．〈こと即・
セ釆え甘、和酎禍庸てで号t千。

畑山坪了牒、償将副餌に伍命で爪音した・ゐヤのとき相磯かk、
・「生物画餅食の吾的にぺなぜ、⊥摘欄もて吸ってしゝ音し肴。で号料

怨持非、剛手金の鰍了劾励準輩のみ肴で乙か麹に描叫、＼ここ晋
で費てL等い苦しだ。債の魔力さ、奉覇権空がこらし苫のだ、ヒ乳う七

＼肇躇のみ方イ乙に菅だ号音か中鞋う丹甘木

ところで今、催告の‾和独にあって甘、個人′グルー元廟軽
米料で寸が、金員の東園研如しっか目せ和す甘ら肯いこ‘自こ軌が｛

‾学才した0賛同祈如戦塵抑ず利手金吾シャ叛工同府如くシべ．＞と
瑠拙で個人の礪風　塵走と鞄いき頂。書だ値入の研乳がしつか自働し
げ填伺粁転職紺　ので　穐い甘木自句碑に生物碑拝金の仲間が

麿廃土いうこと（諏＼rjで壌摘しなのでは帯く二人蘭として勃互いの母

と、冊喝く彪濾凱点ければ笥ら甘いと粗い計硯㍉密計／＼の生適せ勃

互いにぶ？4日患い、喪に虚空、．議が、、軋増しヾ瑠晋も患うべ空だと

鞄し〉普甘。

回航小磯も副食覆せお／上佃の菟毎生老一雨、云後喝を緻えー綱。

雄健輩のみ肴で乙、み月で乙将生物舶公の允考と．小先番轟西域
で頼瑠腐拍＼両立の棺何も考えず、ただひた頂．らみ免で乙の細偏

机ゝ〈塞げら白ゝ馴鹿を栄誉あげるごとに葛尽して千で＿．い少．冥う瑠

ることが生物轍の免尊書保っこビド符与と画鍬丁、・みなせるガや

橋褒旛欄碩嘩ろ之で木像函＿遁ヒ．舟ワてか牢華軽率揖
孝彰だけ歯か頚をづ若年で、ザ＿一。頑預って不予い・

鍼瑠 年度‘．生輌紺嘩鋤嘩
丁．門

目上上旬‾．‾′新車金

2・一首　　　　＿　傭三酢射綽沌愉蘭鹿
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3日　下旬

北長野田轡勿礫飯食参棚
番佃秀‘（撒布、象、裡膿）

を寓→竜野観象金（象¢風裸象会．参加者6人・′）

冊子金現寮泉、ボスタ〆磯原
壌年回絡金（怠長東武．射硬膏凍定）

栽明輝木、免れ柚う

解紳菜壊
〃　　′！

五竜商頼互の吏礁金

商恥老集金（多．7回礫集金。舞佃者？大）

支化象弘彦鴻嘩磯

立宜儀（輌寸言棺、ミ・巧の他の解剖境線
、　邑虹、風物、県有と、それ化膿希）

ゲル～プ連動繍冶

金雛、廃酸（鳳画境分廃、ブドウ私威、磁祓ノ癖
の教磯賠養寿都′腐蝕）

橋癖堺う廟瑚準食（齢回礫県会・命鵬／欄
干骨平壌泉金（傷？戌挽鼻息・童綿絹汐危）

磯蘭鶉壌F号風廟事象

厳酷曳剛与垣の嶺灘針「臥輝

雛畢絡亀
ペ～テ′十間健

し 倒・、・㌦

倭
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封
へ
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勘
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裸泉食計鼠確川風）
礫薗帯解㌻号外ザ（）珊上磯泰、
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3日‾　20　8

隼田　上旬
守旬

㌻目　上旬

GR　守旬

ウ吊〕上旬

許R　上旬

中旬

9日　上旬

下旬

！‾鵬　や旬

i欄　上旬

下旬

は埼　中旬

、．－・：l∴

・解6回終奄　′

・働且鞠椚許抱

．両帝患由参集・
←承象像計風（傷口　回）
・微細の研軋
・．スラ4ドの観腐
璃絹掩漸風月針2虻廿

・＿弟？威儀、食（奄長束戒こ新夜頃爽紀）
・微生物の御免

・聴衆鹿討遇（簸上律の

・濾岸の勧・薗物の観照

・牽東金計凰（廃l互転）

・準捧升動．確独酌‖組膚

一旗束会計風（啓上賢の
．壌貧金軒風（儀（6回，）
の東血祭玖晶の栗的獅刊乾事．rび裸像

〃喪血祭の準備－

。東泉金計凰（射り咽）
．榔－（賓は璃）
。微生物の珊丸

機由鵬6号の敏感夢泉
ノ歌集公計画（動‾？匝‖

・橡拗御厨瀾洩一．

Jスラ．・イド勒観廣

凋欄紺雛㍗叶伊上切り

・叡摘脾紬餌鹸
ゎ磯蘭武官絹の製杏
・聴動如齢慨催
すプレパラートの乳腺

・尺十干有計風



伺略烏金．＿買
稀有直．天．（太年率）

末永廃寮I　〝－）
鼻元夏着（・〃）

射山一毎摩与（・J′・．．う

的甥寓・ヰ（．〝）

泉，如⊥郎「3．F）
埠窄康一（3．C）

私亀息（3．F）．‘

小山観取（∋一β．）
應泉儀一‾和（3・B）

薗納凄手（3・C）
服紗噸｝（3．D）

和世子L斗（〕油）

施葉子碕み（3．E）

車下僚ヰ（．3r・E‘．）

賂緻紆「日日日

放蘭烏合ヰ（〕。．C）

寒聞相手（3．に）

高厨億－（2．B・）

薗免償藤r Z．訂）

葡　諺与（2．月）

革野喝寸（2．g）

魂私産ヰ千2，）

島津番薮（之．）
＿轟嶺痺与（去．｝

末吉熊手・、こ．j

＿J　　　／

l9169卑3・R3j　目頭潅
風岨風教鹿兇島帝土気牒町含∫‘∋の－7

ク　　　〃1　計町針目

〃　一息胤鹿野遜裡腐朴ト池月？

グ　　　〝　静衛薗射白奉

′′　鹿郎拍欄僧町日印

〟　　　〆．・都丸町土0互

〟・　′′．．小野町2招

〃　　　〃　下風召町232

′′　　′ノ　土師叩け釦で銅中略
〃　　　〃　静丸軋2社中

聯九断雲．0五つフのん6　‥

〃　　　－〝　．鳳最町312rI

〝　　　ケ　　埼永牒丁ノ26・旨‾

′ノ　　　′′　承食餌2，日7

〃　　　ク　督与竜町13「7

〟　　　′′　　潤え風町3女02

か　　　〃　　鼻鐙㊥町昼722

′ノ　　　〃　　啓与を町I O骨‾2

〃　　　　〃　　山野町十日「6

”　　”　下神教町奮∫牛の2

触鮮甲－トナー号
ノ′　　　”　光え上町ノ／βの？

〝　　　′ノ　水着町＿＿＿メサ針墜ノ阜J・∂

・臼・華魯癖串良転車解き．、才藩・＿・一

軒・・．厳格薗耳準冬草略春永l－：′＿‾率亙′こ．轟

1一　　㌧こ、・‾・登．準班函恵璃寮‾
・－メ′・∵考慮野馳ム‾町各料亭五6－．9．

風　間一　癖照盛′翠、卑磯家長
‥　三三・…



後．吉乙〕
臣5言も

．接匪娩再払牒て夏日㍉仁が、瘡ら‖ト白、雀うノ刀は、ごく軋夫

的甘立ノの写弟で「よう。包軌二本目るよう（こ写っ「こ手技が綱をもって

域を魂っ7て′／ク、畢席て成　婚左で1豆の包軋れ再づ∴筋嶽生で・ある

か存三㌦して－守え、野人しこ行っrこと空は牟れと御仁よう侵ことをするで

白㍉主　て豆、れr差信、これ　の生　物を乳、解　ばか　で一昔く、

鋸互、弟鰭、鮭終写ど色知る－黒革がある　終い　お　庭∴如琳　碑よ

うとするなし）、蓋で丸天的なものを蛭が・甘二打ごと渡しゝき丁の

我々がここしこあえて・瘍∫考を発行日仁のG「J十㌃空ん」∵有畑らのこ

乞を脅ノウー探りとも如ってlノらおうと払っ1こカ＼ら千丁。耳藍、接物色で

づてPる立の打て、粛々は我々のもー「サバ、了のものを、この∫考（こ

護空、、寺し仁dサ1．‘．Jくはあう蓋寸が、か骨二人ノが如ノ．）て＼当う左ものは

藤き、封こ′つとオー）てぞ手槍釆くし、ろ左岸も爪を頚通庸つつ∴射こせ、番

で‖拍守舷廟＝㌦畔上はじめ㍗告行け・、月つこ窺って、ああやれ

げよがった∴二う者（吊、守がノ月′こ、摘、rこ意の中畑－っ甘＼－で右

片線は、これJ′う空ら主幹後げっ弘毅をのでγこもク、（こ口言、ヒ照って

＼）ま丁。二の本が、せかて圭のJ十写ご′」が蛙略界の生き物を知弓ひと

「，かざすがとも甘れば垂十㌣牛

J

闘ら　俊詭事は像境の紙．諸啓巨珂いるのがよかっ「このてノブが、胡

打身ですので、戌城端、費酌ヾなく、¢患さえず、このよう‾GL急「工

（綿奥手）



射欄船倉大食蒸留濱持、

生物変　宮原夏生．戌㍉「㍉は

3の千　　歳　如′郎意‾で

BJOL拍γ⊥錮γ′エ「　月出鼻

岩　行　田

嫡　　薮

本　　部

っ
J
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脅五

－
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通
続

落
舶露軌範薪賓客薇射蜘冨酵余

昭和牛4年．38

生物折線各会員′固

叡親締凄部町封日
直県鳥裔埠草薮生物藍
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